
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この歌は、「新しいこどものうた 第 4 集ろばの会
編」の中の 1 曲である。(譜例 4) 
















































































































































































































































































































りする身体表現をする子どももい いる。  
子ども達がこの歌が好きな理由は、自分がパン屋に
なったつもりになって次々にパンを作っていく、それ
も雲という手の届かない、空の世界に様々な夢を抱き、
想像することの楽しさと歌詞が身体表現につながりや
すいところではないだろうか。 
歌唱指導をするときに、保育者自身がパン屋さんに
なったつもりで「その気」になって、身振り手振りで
範唱すると、子ども達も「その気」になって歌う。時
には「おいしいパン焼けたね」と食べる動作もつける
と子どもは大変喜ぶ。 
 
６保育者の範唱
歌唱指導をするにあたり、保育者自身の歌う技術に
ついて考えたい。多くの記述にある「楽しんで歌う」
は、微笑んで歌えばよいということではない。それは
曲の魅力が伝わる、子どもの心をひきつける歌い方
（声や表情も含めて）でありたい。（ ）保育者自身が
歌の歌詞を理解し、物語の情景を思い浮かべながら、
表情豊かに範唱することが大切である。 
保育者自身が歌うことに喜びを感じ、常に新鮮な気
持ちで、ひそやかながらきらきらとした光を放ち、表
情豊かに範唱してみせることが、何よりの指導となる。
（21）保育者の範唱は、子どもの歌いたいという気持ち
を引き出すものである。 
筆者が保育現場に勤務しているときに歌の指導をし
て頂いていた講師先生から、「先生は女優。子どもをど
うやってこちら（保育者）の方を向かせるか。怒って
向かせるのではなく、子ども自身が歌を歌いたくなる
ような気持ちにさせる」という助言を受けた。子ども
が横を向いていたり、違うことを考えていたりしたら
その子を注視して自分の方に向かせようとしていた。
そうではなく、子どもの心を揺さぶるような歌い方を
工夫して子どもを保育者の方に向かせる努力をするこ
（資料４）
（譜例５）
を少し　ひっぱって伸ばす」は、やさしくパン
生地を引っ張る動作をしながら歌う。
　2番のグローブのパンとボールのパンも同じ
である。「ボールのパン」の歌詞のところでは、
丸める動作をしながら歌い、グローブは手を見
せ、今からキャッチボールが始まるという雰囲
気を漂わせる。
　3番になるとパン屋さんの居眠りでパンが真
っ黒に焦げてしまう。居眠り、雷、逃げるとい
う歌詞のところは保育者が身振り手振りでしな
くても子どもが自然と動作をつけて歌う。子ど
もは自分がパン屋さんになったつもりで歌って
いるので腕組みをしてコックンコックンと居眠
りの身体表現をしながら歌う。そしてこれまで
のパン作りから一変して雷が鳴りだすとパン屋
さんは急いで逃げようと駆け足の格好をしなが
ら歌う。雷になると声を大きくし、鋭く、両手
で稲妻を表す。「ボンボンボン」のときは両手
を胸のところで下から上に向かって上げ、拳を
広げたり、胸の位置から下に向けて拳をたたき
つけたりする身体表現をする子どももいる。
　子ども達がこの歌が好きな理由は、自分がパ
ン屋になったつもりになって次々にパンを作っ
ていく、それも雲という手の届かない、空の世
界に様々な夢を抱き、想像することの楽しさと
歌詞が身体表現につながりやすいところではな
いだろうか。
　歌唱指導をするときに、保育者自身がパン屋
さんになったつもりで「その気」になって、身
振り手振りで範唱すると、子ども達も「その
気」になって歌う。時には「おいしいパン焼け
たね」と食べる動作もつけると子どもは大変喜
ぶ。
６　保育者の範唱
　歌唱指導をするにあたり、保育者自身の歌う
技術について考えたい。多くの記述にある「楽
しんで歌う」は、微笑んで歌えばよいというこ
とではない。それは曲の魅力が伝わる、子ども
の心をひきつける歌い方（声や表情も含めて）
でありたい（29）。保育者自身が歌の歌詞を理解
し、物語の情景を思い浮かべながら、表情豊か
に範唱することが大切である。
　保育者自身が歌うことに喜びを感じ、常に新
鮮な気持ちで、ひそやかながらきらきらとした
光を放ち、表情豊かに範唱してみせることが、
何よりの指導となる（30）。保育者の範唱は、子
どもの歌いたいという気持ちを引き出すもので
ある。
　筆者が保育現場に勤務しているときに歌の指
導をしていただいていた講師の方から、「先生
は女優。子どもをどうやってこちら（保育者）
の方を向かせるか。怒って向かせるのではなく、
子ども自身が歌を歌いたくなるような気持ちに
させる」という助言を受けた。それまで子ども
が横を向いていたり、違うことを考えていたり
したらその子を注視して自分の方に向かせよう
としていた。そうではなく、子どもの心を揺さ
ぶるような歌い方を工夫して子どもを保育者の
方に向かせる努力をすることが教材研究でもあ
る。
　歌唱指導をするにあたり、保育者自身が教え
ようとする歌をどう表現しようとするのか、教
師の範唱で子どもの心をつかみ、歌いたいとい
う気持ちを抱かせたいものである。何事も学ぶ
ことの第一歩は、真似をするところから入る、
とよくいわれる。幼児の歌唱も周囲の歌声を聴
いて模倣するところから出発する（31）。
７　おわりに
　最近の保育現場で歌われている歌は、子ども
の音域を超えるものやリズムが複雑なもの、歌
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詞が子どもには難しく、子どもの世界から離れ
てしまっているもの、曲が長く、覚えるのが困
難なものが多いように思われる。
　子どもの心に残る歌、大人になった時にふと
思い出し、口ずさめる歌を保育者は選曲しなけ
ればならないと思う。そしてその歌の伝え方、
指導方法も研究しなければならない。
　子どもが楽しんで歌える歌を考えた時、選曲
が問題になる。子どもの音域に合ったもの、歌
詞が子どもにわかるもの、子どもの心情に合っ
たもの、工夫ができるものなどを選ぶとよいで
あろう。また身体表現や楽器遊び、絵画表現等
に発展できるものも望ましい。
　モデルとしての保育者を考えたとき、ピアノ
が上手に演奏できることや絵が上手に描けるこ
とは、実はそれほど問題ではない。表現の質以
上に保育者自身が音楽を楽しんでいたり、楽し
そうに絵を描いていたりといった姿勢そのもの
が、子どもの表現する意欲をそそるモデルとな
るからである（32）。
　曲の魅力を保育者自身が理解し、それをどう
表現するか、保育者の表現力が子どもに歌が好
き、歌いたいという気持ちを抱かせるのではな
いだろうか。これは歌唱指導だけではなく、保
育全般に通じることではないか。それが磨くべ
き保育者の技能・技術ではないだろうか。さら
にピアノの演奏がどんなに上手であっても、子
どもとともに音楽を楽しむ姿勢のない保育者は、
子どもの表現を本質的な意味で育てることはで
きない（33）。保育者が上手にピアノを弾いても
子どもの歌える速さに合っていなかったら、歌
いにくい。また歌詞が不明瞭であるのに伴奏が
速いと歌いたくても歌えない。保育者が子ども
一人一人、どんな声で、どんなふうに歌ってい
るのか関心を持っていないと音程やリズムが合
っていなくても気づかない。保育者は子どもと
ともに生活をする人的環境であり、子どももと
ともに音楽表現を楽しみたいものである。
　「歌う」と「聴く」は表裏一体である。ピア
ノの音と合い、友達の声とそろうという喜びが
子どもの表現意欲を高める。「音」を意識する、
自分の声、友達の声、周りの音を意識する。楽
器遊びでも「音」を意識すると子ども自ら美し
い音を見つけ出す。保育者自身が「音」を意識
しなければ子どもの「聴く」という姿勢は育た
ないだろう。「聴く」ことは、歌だけに限らず、
「音あそび」からも子どもの「聴く耳」を育て
ることができる。
　これまでの保育現場では表現能力の指導が重
視される傾向が強かった。ここでいう表現能力
は、上手に歌う技術や上手に描く技術などを身
につけさせることによって高まると考えられて
いたので、保育者には上手な技術の指導が求め
られたのである（34）。技術に走ってしまうと子
どもが楽しくなくなる。保育者が技術の指導
にこだわると、子どもがきれいな声でいくら上
手に歌うようになってもその顔は無表情にな
り、楽しさが感じられない。歌うことの楽しさ
や、描くことの楽しさ、表現することの楽しさ
を一人一人の子どもに味わわせ、「もっと表し
たい」と思える子どもを育てることが保育者の
役割である。
　表現は表現した結果ではなく、表現するプロ
セスに目が向けられなければならない。子ども
が歌詞やメロディを覚えて歌えるようになった
結果ではなく、みんなで歌を創り上げていくプ
ロセスが大切である。もっと表現するプロセス
に目を向けるべきである。
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